
1. データの出所を確認
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・e-Statの作物統計からキャベツの作況（さっきょう）調査結果を

ダウンロードしよう。

https://www.e-stat.go.jp/stat-search?page=1&toukei=00500215

キャベツの都道府県別出荷量の棒グラフを作ってみよう！

https://www.e-stat.go.jp/stat-search?page=1&toukei=00500215
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ダウンロードしたデータをエクセルで開いたら、

「都道府県」と「出荷量」以外の、いらない列や行を削除（さくじょ）、

列名を変更（へんこう）して、データを整理しよう。

※整理したデータがWebサイトにおいてあるから、それを使ってもいいよ。

2. データの整理

できたら、データを選択（せんたく）して、挿入タブから棒グラフを選ぼう。

グラフをクリックして、グラフのデザインタブからスタイルや色を変更しよう。

3. グラフの挿入（そうにゅう）
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データは何に注目するかで、

次のように並べると

分かりやすくなるよ。

①都道府県データの場合、

北から順に並べる

②五十音順に並べる。

③データの多い順

（または少ない順）に並べる。

ほかにも、

④時間の順に並べる。

⑤質問票と同じ順に並べる。

といった方法がある。

②五十音順に並べる

③データの多い順
（これは少ない順）に並べる

①都道府県、北から順に並べる
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4. グラフから読み取れること

今回は、データを大きい（多い）順に並べてみよう。

①表全体を選んで、 右クリック

②「並べ替え（かえ）」の中の 「ユーザー設定の並べ替え」をクリック

③プルダウンで「出荷量」と「大きい順」を選んで、「OK」をクリック

こうすると、棒グラフから「どの都道府県がキャベツの出荷量が多いのか」を
読み取りやすくなる。

エクセルを使えば簡単に棒グラフを作成することができるね。

ぜひ、ほかのデータにも活用してみてね。
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【追加の操作】

● グラフ要素の追加

①グラフタイトルを記入

②軸（じく）ラベルから、
縦軸と横軸の項目(こうもく）名と単位を記入

・データの変化が見づらい場合は、
データの書式設定で、表示単位や
けた数を調整しよう

①ここをクリックして
グラフタイトルを入力

②ここをクリックして
項目名と単位を入力


